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一

、

は

じ

め

に

「
日
米
和
親
条
約
」
に
引
き
続
い
て
『
日
露
和
親
条
約
」
「
日
英
協
約
」
の

締
結
と
欧
米
諸
国
と
の
新
関
係
が
樹
立
さ
れ
る
な
か
で
、
安
政
二
年
十
二
月
二

三
日
オ
ラ
ン
ダ
人
の
一
身
上
の
完
全
な
自
由
の
保
障
を
中
心
と
す
る
「
日
蘭
和

親
条
約
」
二
七
箇
条
も
締
結
さ
れ
、
鎖
国
期
に
も
貿
易
関
係
を
継
続
さ
せ
て
き

た
日
蘭
関
係
は
新
た
な
局
面
を
迎
え
た
。
こ
の
条
約
の
前
提
に
は
、
大
船
の
建

造
許
可
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
海
防
方
針
を
変
化
き
せ
た
幕
府
に
対
し
、
オ
ラ

ン
ダ
商
館
長
ド
ン
ケ
ル
・
ク
ル
チ
ウ
ス
が
オ
ラ
ン
ダ
国
王
献
上
船
の
到
着
を
機

に
海
軍
伝
習
を
長
崎
奉
行
を
通
じ
て
申
し
入
れ
た
こ
と
が
大
き
な
決
定
要
因
と

な
っ
て
い
た
。
安
政
二
年
七
月
、
軍
艦
ス
ー
ム
ビ
ン
グ
（
の
ち
観
光
丸
）
は
長

崎
に
到
着
し
、
艦
長
ペ
ル
ス
・
ラ
イ
ケ
ン
大
尉
以
下
二
二
名
の
乗
組
員
は
海
軍

伝
習
を
目
的
と
し
て
幕
府
に
招
聰
さ
れ
、
同
年
十
一
月
長
崎
西
奉
行
所
の
一
部

に
開
設
さ
れ
た
長
崎
海
軍
伝
習
所
で
航
海
術
・
運
用
術
・
造
船
な
ど
の
海
軍
伝

習
を
開
始
し
た
。
い
わ
ゆ
る
日
本
海
軍
草
創
の
経
過
で
あ
る
。
こ
う
し
た
オ
ラ

ン
ダ
の
対
日
積
極
政
策
は
、
活
発
化
す
る
英
米
仏
の
対
日
接
近
に
対
す
る
警
戒

感
の
現
れ
で
あ
る
と
共
に
伝
統
的
に
関
係
の
深
い
日
本
へ
の
影
響
力
を
維
持
し

【
研
究
ノ
ー
ト
】

阿
部
家
資
料
「
馬
蹄
鉄
進
上
」
に
つ
い
て岩

壁

義

光

よ
う
と
す
る
表
現
で
も
あ
り
、
ペ
ル
ス
・
ラ
イ
ヶ
ン
に
続
く
フ
ォ
ン
・
カ
ツ
テ

ン
デ
ィ
ー
ケ
ら
軍
事
教
官
派
遣
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
こ
の
線
上
に
位
置
し
て

い
た
。
と
こ
ろ
で
海
軍
教
官
の
中
心
で
あ
っ
た
ペ
ル
ス
・
ラ
イ
ケ
ン
が
、
当
時
欧
米

で
そ
の
機
動
性
か
ら
陸
上
戦
闘
や
兵
姑
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
軍
馬
に
使

用
さ
れ
て
い
た
蹄
鉄
見
本
を
、
老
中
首
座
阿
部
正
弘
に
進
呈
し
た
こ
と
を
示
す

史
料
が
当
館
蔵
「
阿
部
家
資
料
」
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
蹄
鉄
を
用
い
る
習
慣

の
無
い
日
本
に
蹄
鉄
の
見
本
を
進
呈
し
た
ラ
イ
ヶ
ン
の
真
意
は
明
確
で
は
な
い

が
、
海
軍
創
設
と
共
に
歴
史
的
経
過
か
ら
砲
術
や
築
城
技
術
な
ど
の
面
で
オ
ラ

ン
ダ
の
影
響
少
な
か
ら
ぬ
幕
府
に
、
よ
り
親
密
な
接
近
を
試
み
た
一
史
料
で
あ

る
こ
と
は
疑
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二

、

ケ

イ

ゼ

ル

の

「

鉄

沓

」

問

答

馬
蹄
の
摩
滅
防
止
と
保
護
を
目
的
と
す
る
蹄
鉄
に
関
心
を
示
し
た
実
例
と
し

て
し
ば
し
ば
登
場
す
る
の
は
幕
末
の
洋
学
者
佐
久
間
象
山
で
あ
る
が
、
蹄
鉄
学

（

１

）

と
し
て
の
成
立
と
本
格
的
な
普
及
は
明
治
期
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し

西
洋
に
於
け
る
蹄
鉄
の
存
在
が
日
本
に
実
態
を
も
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
享
保
期
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
推
測
の
域
を
脱
し
な
い
が
、
恐
ら
く
ペ

ル
ス
・
ラ
イ
ケ
ン
か
ら
蹄
鉄
の
見
本
を
進
呈
さ
れ
た
安
政
二
年
時
の
幕
府
側
の

蹄
鉄
に
関
す
る
知
識
は
、
享
保
期
の
そ
れ
と
さ
ほ
ど
大
き
な
隔
た
り
を
持
た
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

享
保
期
は
、
周
知
の
よ
う
に
八
代
将
軍
吉
宗
に
よ
り
武
断
政
治
の
復
活
と
殖

産
興
業
の
振
興
、
さ
ら
に
海
外
へ
の
関
心
の
高
ま
り
か
ら
洋
書
輸
入
の
禁
を
緩

－25－



和
し
蘭
学
興
隆
が
図
ら
れ
た
時
期
で
あ
る
。
こ
う
し
た
吉
宗
の
積
極
的
施
政
の

中
で
洋
馬
輸
入
や
西
洋
馬
術
導
入
が
極
め
て
活
発
化
し
た
が
、
享
保
十
年
二

七
二
五
）
幕
府
が
出
島
の
商
館
を
経
由
し
オ
ラ
ン
ダ
に
注
文
し
た
西
洋
馬
五
頭

と
共
に
来
日
し
た
の
が
駁
者
ケ
イ
ゼ
ル
〈
計
都
留
）
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
同
二

○
年
ま
で
の
間
に
長
崎
か
ら
江
戸
に
数
次
上
り
吉
宗
の
求
め
に
応
じ
て
乗
馬
や

射
撃
を
披
露
し
、
ま
た
御
用
馬
方
へ
の
洋
式
馬
術
の
紹
介
や
厩
・
馬
場
建
造
の

ほ
か
、
西
洋
馬
術
や
馬
具
、
馬
医
療
に
関
す
る
幕
府
側
か
ら
の
種
々
の
質
問
に

回
答
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
幕
府
御
用
馬
方
や
通
詞
と
の
間
の
問
答
や
馬
医
に

（

２

）

関
す
る
翻
訳
と
し
て
『
西
説
伯
楽
必
携
」
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
鉄

沓
」
と
し
て
蹄
鉄
に
つ
い
て
の
記
事
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
一
部
を
次

（

３

）

ぎ
に
上
げ
て
み
よ
う
。

一
、
鉄
沓
打
申
候
事
阿
蘭
陀
二
而
乘
馬
車
引
申
候
等
も
不
淺
鉄
沓
打
申
候
石
地

山
坂
雪
氷
乃
上
乘
申
候
た
め
二
鉄
沓
打
申
候
得
者
足
滑
り
不
申
候
立
爪
平
爪

之
内
立
爪
二
鉄
沓
打
申
候
事
宜
御
座
候
平
爪
に
ハ
鉄
沓
栫
様
御
座
候
爪
裏
中

を
す
か
し
釘
先
を
爪
先
廻
り
淺
く
打
申
候
上
手
下
手
二
よ
り
爪
痛
二
成
申
候

阿
蘭
陀
國
二
而
も
石
を
敷
栫
置
申
候
場
を
乘
申
候
江
戸
又
ハ
長
崎
土
地
に
て

鉄
沓
打
申
候
事
宜
存
候
藁
沓
ハ
四
足
共
一
一
道
半
道
も
乘
申
候
得
者
沓
揺
き
足

爪
の
た
め
二
不
宜
存
候
鉄
沓
ハ
能
打
申
候
得
者
捲
き
申
候
事
無
御
座
候
道
二

而
損
し
不
申
候
故
阿
蘭
陀
二
而
遠
路
江
乘
出
申
候
若
鉄
沓
損
し
申
候
得
者
鉄

沓
栫
申
候
者
乘
出
候
先
所
々
二
有
之
候
故
鉄
沓
調
う
ち
申
候
又
者
所
持
之
鉄

沓
も
打
申
候
爪
の
た
め
二
鉄
沓
宜
御
座
候

一
、
堅
爪
ニ
ハ
ニ
三
日
牛
糞
に
包
鉄
沓
打
申
候
爪
和
に
ハ
其
儘
鉄
沓
打
申
候
鉄

沓
道
二
而
ぬ
け
申
候
ハ
釘
打
様
悪
敷
故
鉄
沓
ぬ
け
申
候
釘
之
打
様
大
事
二
御

座
候
遠
路
乘
申
候
時
鉄
沓
ぬ
け
申
候
事
も
御
座
候
得
共
其
節
右
之
通
外
之
鉄

沓

打

乘

申

候

一
、
鉄
沓
阿
蘭
陀
に
て
打
申
候
ハ
山
坂
其
外
難
所
乘
申
候
時
馬
足
滑
り
不
申
候

而
爪
痛
不
申
候
用
方
二
鉄
沓
打
宜
事
ハ
數
日
石
地
乘
申
候
而
も
爪
痛
不
申
爪

へ
り
不
申
候
故
宜
存
候

一
、
前
足
重
き
馬
二
鉄
沓
厚
ク
栫
打
乘
申
候
而
其
後
薄
く
栫
申
候
鉄
沓
打
乘
申

候
得
ハ
前
足
輕
く
取
上
ケ
申
候

一
、
鉄
沓
打
申
候
節
臺
を
持
當
テ
釘
一
通
り
打
仕
廻
釘
先
を
か
な
鎚
に
て
打
ま

け
又
二
度
し
め
二
不
淺
臺
を
當
テ
打
し
め
申
候
而
釘
先
を
打
捨
爪
摺
臺
二
乘

せ
釘
先
二
不
痩
や
す
り
を
掛
ケ
申
得
ハ
釘
先
頭
少
々
出
來
申
候
其
上
二
而
爪

（

４

）

摺
臺
二
乘
せ
爪
先
を
や
す
り
二
而
摺
り
爪
鉄
沓
同
様
ニ
致
し
申
候
鉄
沓
竝

釘
繪
圖
二
御
座
候
鉄
沓
打
申
候
時
用
申
候
道
具
書
付
置
申
候
釘
先
長
短
之
儀

無
御
座
候
釘
先
廻
り
へ
出
申
候
儀
と
存
申
候

鉄

沓

打

申

候

時

用

申

候

道

具

一

、

ワ

ル

タ

ル

ッ

鉋

丁

二

通

り

一
、
ネ
ビ
タ
ン
釘
貫
是
れ
は
日
本
の
釘
貫
通
に
栫
釘
加
候
根
〔
か
ね
〕

薄

く

栫

申

候

一

、

ハ

ー

ム

ル

金

槌

一

、

ホ

ウ

イ

ゾ

ル

鐵

の

臺

一

、

ラ

ス

プ

や

す

り

一

、

ホ

ッ

コ

爪

摺

臺

〆

數

七

つ

品

六

色

－26－



以
上
の
よ
う
に
オ
ラ
ン
ダ
に
於
け
る
「
鉄
沓
」
の
利
用
上
の
効
果
等
が
簡
潔

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
特
に
次
の
点
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
「
石
地
山
坂
雪
氷
乃
上
乘
申
候
た
め
二
鉄
沓
打
申
候
得
者
足
滑
り
不

申
候
」
「
用
方
二
鉄
沓
打
宜
事
ハ
數
日
石
地
乘
申
候
而
も
爪
痛
不
申
爪
へ
り
不

申
候
」
と
い
う
二
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
山
間
部
が
多
い
日
本
の
地
形
上
か
ら

運
送
手
段
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
を
念
頭
に
お
け
ば
当
然
注
目
さ
れ
る
べ
き
点

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

第
二
に
、
当
時
「
鉄
沓
」
に
相
当
す
る
日
本
の
馬
具
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た

「
彙
沓
」
が
揺
る
ぎ
易
く
破
損
し
易
い
欠
陥
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
対
し
「
能

打
申
候
得
者
捲
き
申
候
事
無
御
座
候
」
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
「
藁
沓
」
の

ほ
か
日
本
に
は
「
鉄
沓
」
に
相
当
す
る
日
本
の
馬
具
と
し
て
鉄
粉
を
用
い
る
方

法
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
「
馬
医
ノ
方
デ
蹄
鐵
卜
申
ス
ト
、
鐵
ノ
粉
ヲ
蕨
粉
二
混

ジ
粘
料
ト
シ
テ
蹄
下
へ
付
着
シ
上
へ
奉
書
紙
ヲ
付
シ
テ
其
上
ヲ
烙
鐵
ニ
テ
乾
力

（

５

）

ス
モ
ノ
」
で
あ
り
、
何
れ
に
し
て
も
装
蹄
後
平
均
四
○
日
間
の
利
用
に
耐
え
る

蹄
鉄
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
耐
久
性
に
著
し
い
相
違
が
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

｜
、
鐵
沓
打
申
候
而
て
日
數
難
極
候
尤
爪
に
よ
り
申
候

一
、
鐵
沓
能
打
申
候
へ
は
凡
六
七
十
日
程
は
こ
た
へ
申
候
大
概
は
四
十
日
計
に

て
鐵
沓
打
か
へ
申
候
爪
も
延
申
候
故
爪
を
打
鐵
沓
打
か
へ
申
候

一
、
仕
込
馬
に
鐵
沓
打
申
候
は
馬
半
乘
込
覺
申
候
時
鐵
沓
打
申
候
最
初
よ
り
打

不
申
候
其
上
に
て
遠
乘
な
と
も
致
申
候

一
、
凍
候
節
後
爪
鐵
沓
打
申
候
得
共
石
地
又
は
爪
軽
き
か
け
申
候
爪
に
は
夏
も

後
鐵
沓
打
申
候
〈
以
下
略
）

ケ
イ
ゼ
ル
と
の
問
答
の
中
で
は
、
こ
う
し
た
「
鉄
沓
」
す
な
わ
ち
蹄
鉄
使
用

の
効
用
が
日
本
の
自
然
環
境
に
順
応
し
て
長
距
離
輸
送
を
容
易
に
す
る
点
に
重

心
を
み
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
時
に
政
治
・
軍
事
的
目
的
を
遂
行
す
る
上
で

最
も
重
要
な
街
道
の
一
部
が
石
畳
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
幕
府

側
で
は
「
鉄
沓
打
宜
事
ハ
數
日
石
地
乘
申
候
而
も
爪
痛
不
申
爪
へ
り
不
申
候
」

と
の
ケ
イ
ゼ
ル
の
言
葉
を
政
治
・
軍
事
的
側
面
か
ら
蹄
鉄
の
果
た
す
役
割
に
最

も
注
目
し
た
と
み
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

こ
の
よ
う
な
蹄
鉄
利
用
上
の
効
果
が
注
目
さ
れ
な
が
ら
も
、
蹄
鉄
交
換
の
必

要
が
生
じ
た
場
合
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
「
鉄
沓
栫
申
候
者
乘
出
候
先
所
々
二
有
之

候
故
」
容
易
に
交
換
で
き
る
が
、
装
蹄
習
慣
の
無
い
日
本
で
は
制
度
と
し
て
体

制
的
に
定
着
さ
せ
な
け
れ
ば
以
後
普
及
は
現
実
的
に
困
難
で
あ
り
、
そ
の
導
入

に
つ
い
て
以
後
明
治
に
至
る
ま
で
真
剣
な
論
議
が
展
開
さ
れ
た
形
跡
を
認
め
る

こ
と
は
出
来
な
い
。

三
、
ペ
ル
ス
・
ラ
イ
ケ
ン
の
「
馬
蹄
鉄
進
上
」

ペ
ル
ス
・
ラ
イ
ケ
ン
が
一
八
五
五
年
十
二
月
十
一
日
（
安
政
二
年
十
一
月
三

日
）
目
付
宛
に
進
呈
し
た
蹄
鉄
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。

幕
末
期
に
お
い
て
洋
馬
、
洋
馬
術
で
日
本
と
深
い
関
係
を
有
し
た
の
は
フ
ラ

（

６

）

ン
ス
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
と
の
関
係
を
示
す
資
料
で
こ
の
ラ
イ
ヶ
ン
以
外
の
史

料
は
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
。
従
っ
て
こ
の
史
料
の
持
つ
性
格
に
つ
い
て
他

に
説
明
し
得
る
史
料
は
現
在
の
と
こ
ろ
見
い
だ
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か
し
、

ペ
リ
ー
来
航
以
降
、
阿
部
正
弘
ら
を
中
心
に
諸
改
革
に
勤
し
む
幕
閣
が
そ
の
軍

制
改
革
を
遂
行
す
る
上
で
海
軍
伝
習
所
の
設
置
に
乗
り
出
し
、
ま
た
同
伝
習
所
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と
時
を
同
じ
く
旗
本
御
家
人
へ
の
武
術
講
習
を
目
的
と
し
て
講
武
所
を
設
立
し

た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
講
武
所
の
資
料
と
し
て
ペ
ル
ス
・
ラ
イ
ケ
ン
か

ら
蹄
鉄
の
見
本
を
受
け
入
れ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

周
知
の
よ
う
に
講
武
所
は
安
政
元
年
阿
部
正
弘
が
目
付
鵜
殿
長
鋭
、
一
色
直

（

７

）

温
、
岩
瀬
忠
震
ら
に
取
調
方
を
命
じ
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
文
久
年
間
か
ら
は

幕
府
士
官
養
成
所
的
色
彩
を
強
め
な
が
ら
慶
応
二
年
に
陸
軍
所
と
改
称
さ
れ
る

組
織
で
あ
る
。
講
武
所
の
活
動
の
概
要
に
つ
い
て
は
「
講
武
場
御
取
建
に
付
心

（

８

）

得
方
大
意
伺
候
書
付
」
に
読
み
と
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
は
そ
の
前
身
と
な

る
講
武
場
の
「
大
意
之
心
得
方
」
を
海
防
掛
の
評
議
に
付
す
べ
く
、
安
政
二
年

二
月
講
武
場
総
裁
名
で
提
示
さ
れ
た
活
動
要
綱
と
も
云
え
る
書
付
で
あ
る
。

こ
の
書
付
の
第
一
条
に
は
講
武
場
の
分
置
場
の
一
つ
で
あ
る
築
地
を
「
軍
馬

水
練
等
之
場
」
と
定
め
、
さ
ら
に
第
四
○
条
に
は
「
築
地
に
而
は
軍
馬
稽
古
も

仕
度
御
馬
試
拾
匹
程
御
建
置
常
々
砲
聲
爲
聞
馴
萬
〃
一
非
常
之
節
御
用
立
候
様

（

９

）

仕
度
且
夏
中
馬
川
渡
に
も
相
用
度
候
也
」
と
、
築
地
に
於
け
る
軍
馬
飼
育
の
目

的
を
軍
事
と
運
輸
の
両
面
か
ら
明
確
に
し
て
目
付
の
同
意
を
求
め
る
な
ど
、
講

武
場
に
於
い
て
は
「
四
藝
砲
術
兵
學
水
練
柔
術
」
ほ
か
軍
馬
へ
の
評
価
も
高
か

い
○

一
方
、
講
武
場
が
開
設
さ
れ
た
直
後
の
安
政
二
年
三
月
二
一
日
、
老
中
阿
部

正
弘
、
同
久
世
広
周
、
同
内
藤
信
親
ほ
か
若
年
寄
鳥
居
忠
挙
ら
幕
臣
数
十
名
は

鎌
倉
ま
で
遠
馬
を
試
み
て
お
り
、
そ
の
十
日
前
に
は
徳
川
斉
昭
が
神
奈
川
宿
ま

（

叩

）

で
遠
馬
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
遠
乗
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
従
来
と
は
そ
の

趣
を
異
に
す
る
も
の
と
し
て
遠
乗
り
参
加
者
へ
も
特
に
留
意
し
て
、
「
今
般
者

格
別
遠
方
之
義
。
名
差
二
て
同
伴
致
し
候
も
。
迷
惑
之
向
も
有
之
候
而
も
如
何

二
付
。
其
節
萬
一
同
伴
被
致
度
存
候
面
々
者
。
此
節
よ
り
追
々
名
前
可
被
申
聞

（
皿
）候
」
と
格
別
の
配
慮
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
遠
馬
が
軍
事
的
意
味
を
持
つ

の
は
当
然
の
こ
と
で
、
時
節
柄
そ
の
後
も
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
度
に

参
加
者
は
馬
の
爪
の
損
傷
に
悩
ま
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
講
武

所
設
置
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
兵
制
再
編
と
遠
馬
機
会
の
増
加
す
る
中
で
、
か
つ

て
享
保
年
間
に
触
れ
た
蹄
鉄
の
使
用
が
再
び
論
議
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
は
容

易
に
推
測
さ
れ
る
。

（

咽

〉

し
か
し
講
武
所
は
「
洋
式
ノ
操
練
逐
次
武
歩
ヲ
進
メ
」
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

洋
式
を
中
心
と
し
た
訓
練
は
「
人
心
に
感
發
不
仕
気
向
に
居
り
合
不
申
様
子
に

（

過

）

て
い
つ
と
な
く
屡
絶
」
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
理
由
は
、
剣
術
師
範
松
平
上
総

介
忠
敏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
日
本
之
武
士
は
軽
重
共
皆
世
禄
士
官
之
君
子
に

候
間
右
君
子
之
身
を
以
匹
夫
下
郎
之
姿
に
身
を
童
し
冠
り
物
着
物
類
迄
夷
風
に

効
ら
ひ
浅
ま
し
き
形
勢
故
右
調
練
を
心
に
快
し
」
と
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
っ

た
・
こ
う
し
た
外
国
兵
制
に
対
す
る
偏
見
と
身
分
制
へ
の
根
強
い
執
着
の
た
め
、

講
武
所
に
於
け
る
洋
式
兵
制
の
不
評
が
結
果
的
に
蹄
鉄
の
導
入
を
拒
む
理
由
と

な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
馬
蹄
鉄
の
見
本
に
関
心
を
示
し
た
と
思
わ
れ

る
阿
部
正
弘
が
安
政
四
年
に
病
死
し
た
こ
と
も
大
き
な
要
素
と
な
り
、
ペ
ル

ス
・
ラ
ィ
ヶ
ン
か
ら
進
上
さ
れ
た
蹄
鉄
は
幕
府
の
軍
制
史
上
に
登
場
す
る
こ
と

は
出
来
な
か
っ
た
。

次
に
当
館
の
『
阿
部
家
資
料
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
馬
蹄
鉄
進
上
」
に
つ

い
て
触
れ
て
み
た
い
・

同
史
料
は
ペ
ル
ス
・
ラ
イ
ケ
ン
が
一
八
五
五
年
十
二
月
十
一
日
、
日
本
暦
の

安
政
二
年
十
一
月
三
日
、
目
付
宛
に
進
呈
し
た
蹄
鉄
見
本
の
添
書
和
解
一
紙
と
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蹄
鉄
の
模
写
四
図
の
計
一
件
五
点
。
模
写
図
は
第
一
図
か
ら
第
四
図
ま
で
あ
り

一

罹

欧

蹴

診

図
版
を
掲
載
し
た
。
添
書
和
解
全
文
は
左
の
通
り
。

ず

ぶ

涯

疹

鶏

恥

！

Ｉ

上

脇

右
恭
敬
申
上
候

恭

謙

從

者

~

，

＃

：

船

手

士

官

”

呼

卜

蝶

嘱

ペ

ル

ス

レ

ィ

ヶ

ン

、

愈

協

ィ

Ｚ

黍

ｌ

過

撫

羅

砂

賜

嗽

す

Ｉ

鮭

上

右
之
通
和
解
差
上
申
候
以
上

“

寓

紺

胤

惚

心

↑

卯

十

一

月

名

村

八

右

衛

門

印

添
書
は
、
こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
長
崎
通
訶
の
名
村
八
右
衛
門
に
よ
る
和
解
で
、

ラ
ィ
ヶ
ン
か
ら
提
出
さ
れ
た
同
じ
月
に
目
付
に
差
し
出
さ
れ
て
い
る
。
添
書
の
ゞ
！

御
目
付
様
江

馬
蹄
鐵
四
シ
進
上
仕
候
則
左
之
通
御
座
候

第

一

乘

馬

前

蹄

用

第

二

諸

馬

後

蹄

用

第

三

運

送

馬

前

提

用

第

四

悪

蹄

之

馬

前

蹄

用

右
蹄
鐵
二
添
候
釘
者
手
本
二
有
之
候

於
出
島
千
八
百
五
十
五
年
十
二
月
十
一
日

一

”

塾
咋
脚
郡
剛
卿
躯
徽
郷
処
岬
凧
~
蝿

僅

藤

熟

腸

シ

鯉
6

鈴
鯲
齢
翁
継
や
イ
今
砲
み
ふ
‐
急
謙
冷
’
十
一
万
脚
罪
で

驚
諦乳

；

＃
鼻
ふ
か
鳥
繍
鋒
Ｉ
胤

聯
久
汰
鳥
惣
弊
胤

ｆ
金
曜
~
遮
鳥
舗
脇
納

驚
＆
患
鯵
＃
駕
膨
劇
~

遙
蘇
釦
鍬
緯
泓
汀
Ｉ
＃
＃
よ
＃
伽

壜

ト
ム
吋
吟
い
祁
剛
率
盈
姫
ら
稲
蝿
》
や
物
泌
疏
鋤

~

I
F
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文
面
か
ら
本
来
は
こ
の
添
書
原
文
と
蹄
鉄
見
本
四
点
が
目
付
に
対
し
て
差
し
出

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
阿
部
家
資
料
に
は
前
記
の
添
書
和
解
一
紙
と
蹄
鉄
の

模
写
四
図
の
み
が
現
存
し
て
い
る
。

ラ
イ
ケ
ン
が
、
幕
府
に
提
出
し
た
蹄
鉄
見
本
は
添
書
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に

「
乘
馬
前
蹄
用
」
（
第
一
図
）
、
「
諸
馬
後
蹄
用
」
（
第
二
図
）
「
運
送
馬
前
提
用
」

（
第
三
図
）
、
「
悪
蹄
之
馬
前
蹄
用
三
第
四
図
）
の
四
種
類
で
、
こ
の
う
ち
「
乘

馬
前
蹄
用
」
は
騎
兵
用
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
、
ラ
イ
ヶ
ン
は
軍
事
・
輸
送
両

面
で
使
用
さ
れ
る
蹄
鉄
の
基
本
型
を
進
上
し
て
お
り
、
ま
た
馬
蹄
の
形
態
に
対

応
し
た
蹄
鉄
の
区
別
か
ら
み
て
も
「
乘
馬
前
蹄
用
」
「
運
送
馬
前
提
用
」
は
「
居

恒
最
モ
使
用
ス
ル
者
ニ
シ
テ
只
現
然
摩
滅
ノ
爪
ヲ
防
護
ス
ル
爲
二
供
」
す
る
「
通

常
蹄
鉄
」
と
呼
ば
れ
る
蹄
鉄
で
あ
り
、
「
悪
蹄
之
馬
前
蹄
用
」
は
「
惟
リ
蹄
ノ

摩
消
ヲ
防
護
ス
ル
而
巳
ナ
ラ
ス
亜
李
龍
ノ
失
錯
蹄
ノ
不
具
ヲ
同
治
シ
足
疾
ノ
快

癒
ヲ
仲
催
ス
ル
爲
二
供
用
」
す
る
「
稀
用
蹄
鉄
」
で
あ
る
の
で
一
応
の
蹄
鉄
の

（

Ｍ

）

種
類
が
整
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
意
味
か
ら
も
ラ
イ
ケ
ン
は
蹄
鉄
の
実
用
上
に

欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
代
表
例
を
進
呈
し
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
実
は
こ
こ
で
新
た
な
問
題
が
生
じ
て
く
る
。
そ
れ
は
ラ
イ
ヶ
ン
が
進

呈
し
た
蹄
鉄
の
形
態
で
あ
る
。

明
治
三
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
蹄
鉄
学
教
範
」
に
は
蹄
鉄
術
に
は
「
有
溝
蹄

（

喝

）

鉄
術
」
「
坦
面
蹄
鉄
術
」
「
連
尾
蹄
鉄
術
」
の
三
系
統
が
あ
り
、
「
有
溝
蹄
鉄
術
」

は
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ア
メ

リ
カ
な
ど
の
各
国
、
「
坦
面
蹄
鉄
術
」
は
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、

イ
タ
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
の
各
国
、
「
連
尾
蹄
鉄
術
」
は
ト
ル
コ
、
シ
リ
ア
、

ア
ラ
ビ
ア
な
ど
の
西
ア
ジ
ア
の
地
域
で
採
用
さ
れ
て
い
る
と
あ
る
。
今
回
掲
載

し
た
ラ
イ
ケ
ン
進
呈
の
蹄
鉄
の
模
写
図
を
注
意
深
く
観
察
す
る
と
自
ず
と
分
か

る
よ
う
に
蹄
鉄
の
表
面
に
は
溝
が
み
ら
れ
ず
、
形
態
か
ら
は
「
無
溝
蹄
鉄
術
」
、

す
な
わ
ち
「
坦
面
蹄
鉄
術
」
の
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
点
オ
ラ
ン
ダ
を
「
有
溝

蹄
鉄
術
」
に
分
類
す
る
「
蹄
鉄
学
教
範
』
の
記
載
と
相
違
し
て
い
る
。
こ
の
理

由
に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は
不
明
で
あ
る
。
一
つ
に
は
ラ
イ
ケ
ン
が
蹄
鉄
に
つ

い
て
フ
ラ
ン
ス
式
を
優
質
な
も
の
と
考
え
て
い
た
と
み
る
考
え
方
も
で
き
る

し
、
も
う
一
つ
に
は
オ
ラ
ン
ダ
陸
軍
の
力
量
が
脆
弱
で
あ
っ
た
た
め
当
時
強
力

で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
軍
制
を
紹
介
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ぜ
れ
に
せ
よ
こ

の
時
点
で
は
オ
ラ
ン
ダ
軍
制
と
幕
府
軍
制
改
革
と
の
関
係
が
明
確
に
な
ら
な
い

以
上
判
断
は
困
難
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四

、

ま

と

め

に

か

え

て

「
阿
部
家
資
料
」
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
馬
蹄
鉄
進
上
」
に
つ
い
て
そ
の
性

格
を
正
確
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
な
か
な
か
困
難
な
こ
と
で
あ
り
、
将
来
的
に

新
史
料
の
発
掘
が
そ
の
鍵
と
な
ろ
う
。
し
か
し
状
況
証
拠
的
論
証
に
よ
り
問
題

点
の
抽
出
は
あ
る
程
度
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

第
一
に
幕
末
に
於
け
る
オ
ラ
ン
ダ
の
対
日
政
策
、
換
言
す
れ
ば
対
幕
政
策
の

上
で
幕
府
の
軍
制
面
へ
の
オ
ラ
ン
ダ
の
関
与
が
長
崎
海
軍
伝
習
所
に
象
徴
さ
れ

る
対
海
軍
政
策
の
み
と
み
る
見
解
で
十
分
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
確
か
に
馬
蹄

鉄
の
み
の
史
料
で
斯
く
判
断
す
る
こ
と
は
早
計
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い

が
、
陸
上
戦
力
の
花
形
で
あ
っ
た
馬
の
重
要
馬
具
で
あ
る
蹄
鉄
の
基
本
見
本
を

あ
ら
か
じ
め
用
意
し
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
周
到
な
準
備
で
長
崎
着
任
早
々

幕
府
に
進
上
し
た
理
由
を
今
一
度
考
証
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
優
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れ
て
オ
ラ
ン
ダ
の
対
日
政
策
、
特
に
幕
政
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
と
考
え

ら
れ
る
軍
事
へ
の
オ
ラ
ン
ダ
の
関
与
の
指
向
性
を
検
証
す
る
上
で
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
に
成
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
二
に
ラ
ィ
ヶ
ン
の
進
上
し
た
蹄
鉄
が
「
坦
面
蹄
鉄
術
」
に
用
い
ら
れ
る
無

溝
蹄
鉄
で
あ
り
、
そ
れ
が
明
治
以
降
日
本
陸
軍
の
軍
制
を
支
え
る
フ
ラ
ン
ス
式

で
あ
っ
た
事
実
を
如
何
に
理
解
す
る
か
、
こ
の
こ
と
は
同
時
に
慶
応
年
間
以
降

の
軍
制
の
趨
勢
と
の
関
係
を
知
る
上
で
避
け
る
こ
と
の
出
来
な
い
問
題
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
阿
部
家
資
料
』
収
蔵
「
馬
蹄
鉄
進
上
」
に
つ
い
て
は
今

後
残
さ
れ
た
問
題
は
少
な
く
な
い
。

〔
註
〕

（
１
）
明
治
初
期
、
フ
ラ
ン
ス
式
の
装
蹄
法
が
採
用
さ
れ
る
以
前
、
す
で
に
イ
ギ
リ
ス

式
の
装
蹄
法
が
採
用
さ
れ
て
い
た
が
模
倣
に
よ
る
幼
稚
な
装
蹄
法
で
あ
り
（
加
藤
儀

一
『
騎
行
・
車
行
の
歴
史
」
法
制
大
学
出
版
局
二
三
二
頁
）
、
本
格
的
に
は
明
治

六
年
三
月
に
始
ま
る
。

同
年
陸
軍
は
、
前
年
に
雇
用
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
下
士
官
ビ
ュ
ー
ス
ト
よ
る
蹄
鉄
生

徒
の
養
成
を
兵
学
寮
第
二
舎
で
開
始
し
、
蹄
鉄
の
習
慣
の
無
か
っ
た
日
本
に
初
め
て

蹄
鉄
学
を
導
入
し
た
。
当
時
教
科
書
と
し
て
使
用
さ
れ
た
陸
軍
文
庫
「
蹄
鉄
提
要
』

は
日
本
最
初
の
蹄
鉄
に
関
す
る
単
行
本
で
あ
る
が
、
蹄
鉄
に
つ
き
「
其
的
要
ハ
摩
減

ノ
逓
カ
ナ
ル
蹄
甲
ヲ
防
護
シ
蹄
甲
ノ
不
具
ヲ
補
助
シ
釣
格
及
亜
字
竜
ノ
過
失
ヲ
改
正

シ
或
ハ
足
疾
ノ
側
治
ヲ
仲
催
ス
ル
」
（
仏
国
巴
嵜
著
大
蔵
平
三
訳
述
『
蹄
鉄
提

要
全
』
陸
軍
文
庫
明
治
九
年
一
丁
）
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
有
用
性
を
啓

蒙
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
蹄
鉄
術
に
は
「
有
溝
蹄
鉄
術
」
「
坦
面
蹄
鉄
術
」
「
連
尾
蹄
鉄
術
」
の
三

系
統
（
横
山
正
令
編
輯
『
蹄
鉄
学
教
範
」
小
林
又
七
明
治
三
三
年
八
五
丁
）
あ
っ

た
が
、
創
設
期
の
日
本
陸
軍
は
フ
ラ
ン
ス
軍
制
の
大
き
な
影
響
下
に
あ
っ
た
た
め
、

装
蹄
術
を
含
め
当
時
の
蹄
鉄
学
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
フ
ラ
ン
ス
の
方
式
が
採
用
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
フ
ラ
ン
ス
の
方
式
、
つ
ま
り
「
坦
面
蹄
鉄
術
」
は
、
明
治
二
三
年

農
商
務
省
に
招
膀
さ
れ
東
京
駒
場
農
学
校
で
活
躍
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
陸
軍
蹄
鉄
学

舎
及
び
陸
軍
獣
医
学
校
兼
勤
と
な
っ
た
独
国
陸
軍
蹄
鉄
工
長
ミ
ュ
ー
レ
ル
の
指
導
に

よ
り
次
第
に
陰
を
潜
め
、
ド
イ
ツ
軍
制
が
日
本
陸
軍
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
と

並
行
し
て
、
明
治
二
七
年
以
降
フ
ラ
ン
ス
方
式
に
替
わ
り
ド
イ
ツ
方
式
、
す
な
わ
ち

「
有
溝
蹄
鉄
術
」
が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
近
代
日
本
に
於
け
る
蹄

鉄
学
の
発
展
経
緯
は
、
ま
さ
に
日
本
陸
軍
軍
制
の
あ
り
方
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る

と
共
に
、
蹄
鉄
学
自
体
が
軍
事
的
意
味
を
濃
厚
に
持
つ
事
実
を
物
語
っ
て
い
る
と
い

え

よ

う

。

な
お
民
間
に
お
け
る
蹄
鉄
に
関
し
て
は
、
丹
治
輝
一
「
蹄
鉄
の
造
鉄
技
術
に
つ
い

て
」
⑪
②
（
『
北
海
道
開
拓
記
念
館
調
査
報
告
」
一
六
’
一
八
昭
和
五
三
年
、
五

四
年
）
参
照
。

（
２
）
こ
の
『
西
説
伯
楽
必
携
」
の
類
型
書
と
し
て
『
計
都
留
伝
」
が
あ
る
。

『
西
説
伯
楽
必
携
」
は
、
享
保
一
四
年
ケ
イ
ゼ
ル
が
江
戸
に
上
が
っ
た
時
に
始
終

付
き
添
っ
て
い
た
通
訶
今
村
市
兵
衛
が
八
ヶ
月
に
亙
っ
て
問
答
し
た
結
果
を
書
き
記

し
た
も
の
。
な
お
こ
の
二
書
は
写
本
が
極
め
て
多
く
、
本
稿
で
利
用
し
た
ケ
イ
ッ
ル

「
紅
毛
馬
書
」
（
内
閣
文
庫
函
號
一
茜
箇
一
言
も
「
西
説
伯
楽
必
携
」
の
写
本
一
種

で
あ
り
、
同
書
「
鉄
沓
」
掲
載
部
分
に
は
「
ケ
イ
ズ
ル
江
承
申
候
書
付
」
の
副
題
が

付
し
て
あ
る
。

（
３
）
こ
の
史
料
は
前
記
内
閣
文
庫
本
『
紅
毛
馬
書
』
の
「
ケ
イ
ズ
ル
江
承
申
候
書
付
」

の
該
当
部
分
に
、
岩
生
成
一
『
明
治
以
前
洋
馬
の
輸
入
と
増
殖
」
（
吉
川
弘
文
館

昭
和
五
五
年
一
二
○
’
一
二
二
頁
）
所
載
付
録
「
今
村
市
兵
衛
編
訳
「
西
説
伯
楽

必
携
」
」
に
よ
り
補
っ
た
。

（
４
）
こ
こ
ま
で
は
若
干
の
語
句
を
除
け
ば
『
紅
毛
馬
書
」
と
『
西
説
伯
楽
必
携
」
と

は
ほ
ぼ
同
じ
。
こ
の
第
五
項
目
の
「
鉄
沓
竝
釘
繪
圖
・
・
・
・
存
申
候
」
ま
で
の
部

分
は
『
西
説
伯
楽
必
携
』
に
は
該
当
部
分
が
見
あ
た
ら
な
い
。
「
鉄
沓
打
申
候
時
用

申
候
道
具
」
以
下
は
前
掲
「
今
村
市
兵
衛
編
訳
『
西
説
伯
楽
必
携
」
」
よ
り
引
用
。
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（
８
）
勝
海
舟
「
陸
軍
歴
史
』
下
（
明
治
百
年
叢
書
原
書
房
）
六
五
’
七
○
頁

（
９
）
砲
声
の
音
に
対
す
る
対
策
と
し
て
、
前
掲
「
西
説
伯
楽
必
携
」
中
の
「
諏
訪
部

文
右
衛
門
様
御
支
配
富
永
又
左
衛
門
殿
御
尋
馬
乘
阿
蘭
陀
人
御
答
書
」
に
も
又

左
衛
門
の
「
物
音
に
恐
れ
雷
鐵
砲
に
恐
れ
候
は
如
何
致
候
や
」
と
の
問
に
対
し
て
「
仕

込
候
節
鐵
砲
を
能
聞
習
は
せ
置
候
へ
は
一
切
の
物
音
に
恐
れ
不
申
候
」
と
答
え
て
い

込
候
節
鐵
砲
を
能
聞
習
は
せ
置
候
へ
は
一
切
の
物
音
に
恐
れ

（
５
）
深
谷
周
三
「
近
世
馬
制
ノ
沿
革

輯
巻
之
二
明
治
三
八
年
）
四
七
頁

「
近
世
馬
制
ノ
沿
革

（
吃
）
帝
国
競
馬
協
会
「
日
本
馬
政
史
」
第
三
巻
昭
和
三
年

（
過
）
「
松
平
上
総
介
建
白
」
（
前
掲
「
陸
軍
歴
史
』
下
）
一
二
五
頁

（
Ⅱ
）
「
温
恭
院
殿
御
実
記
」
安
政
二
年
二

昭

和

八

年

吉

川

弘

文

館

二

五

九

頁

）

（
皿
）
日
本
馬
術
協
会
『
日
本
馬
術
史
』
第
四
巻
（
原
書
房
復
刻
）

大
友
源
九
郎
編
「
馬
事
年
表
』
２
（
原
書
房
復
刻
）
四
七
三
頁

（
Ⅱ
）
「
温
恭
院
殿
御
実
記
一
安
政
二
年
二
月
一
五
日
条
二
続
徳
Ⅲ

含
続
徳
川

（
７
）
阿
部
の
講
武
所
設
立
計
画
以
前
に
も
水
戸
の
徳
川
斉
昭
が
同
種
の
意
見
を
幕
府

に
提
出
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
設
立
へ
の
大
き
な
契
機
に
も
な
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
よ
り
実
際
上
の
立
場
か
ら
設
立
の
必
要
性
を
力
説
し
た
の
は
旗
本
の
男
谷

（
６
）
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
は
元
治
年
間
以
降
幕
府
へ
の
援
助
を
積
極
化
さ

せ
、
参
謀
大
尉
シ
ャ
ノ
ア
ー
ヌ
ｇ
且
め
い
曾
言
胃
冒
の
⑳
ｇ
目
。
旨
①
ら
軍
事
教
官

も
派
遣
し
た
が
、
慶
応
三
年
ア
ラ
ビ
ア
馬
二
六
頭
を
将
軍
に
贈
呈
し
種
馬
飼
養
係
砲

兵
伍
長
カ
ズ
ヌ
ー
ブ
恩
園
ｇ
①
匡
く
の
等
を
も
派
遣
し
て
い
る
。
ア
ラ
ビ
ア
馬
贈
呈
は

元
治
元
年
幕
府
か
ら
蚕
種
紙
約
一
万
五
千
枚
を
蚕
種
不
足
に
悩
む
フ
ラ
ン
ス
に
送
ら

れ
た
こ
と
に
対
す
る
返
礼
で
あ
っ
た
。
（
前
掲
「
明
治
以
前
洋
馬
の
輸
入
と
増
殖
』

（
略
）
横
山
正
令
編
輯
『
蹄
鉄
学
教
範
」
小
林
又
七
明
治
三
三
年
八
五
丁

（
皿
）
仏
国

六

八

丁
仏
国

頁
…

精
一
郎
で
あ
り
、
男
谷
は
講
武
場
設
立
に
と
も
な
い
徒
頭
兼
頭
取
を
命
じ
ら
れ
た

（
安
藤
直
方
『
講
武
所
」
東
京
市
史
外
編
東
京
市
役
所
昭
和
五
年
三
’
一

三

る
。
（
前
掲
『
明
治
以
前
洋
馬
の
輸
入
と
増
殖
」
一
○
四
頁
）

七
一
’
七
二
頁
）巴

冑
著
大
蔵
平
三
訳
述
『
蹄
鉄
提
要
全
』
陸
軍
文
庫
明
治
九

並
二
實
歴
談
」
（
『
中
央
獣
医
会
雑
誌
」
第
十
八

実
記
」

六
七
三
頁

二
二
四
頁
お
よ
び ○

第
四
八
巻
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第

四

号

昭

和

四

六

三

月

第
三
号
昭
和
四
五
年
三
月

神
澤
勇
一
貝
包
丁
に
関
す
る
二
三
の
考
察

大
戸
吉
古
万
延
元
年
に
お
け
る
横
浜
居
留
地
に
関
す
る
一
考
察

横
田
洋
一
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ワ
ー
グ
マ
ン
に
つ
い
て
の
一
考
察

八
幡
義
信
鎌
倉
幕
政
に
お
け
る
安
達
盛
長
の
史
的
評
価

斉
藤
彦
司
葉
山
町
の
石
川
家
墓
地
に
あ
る
江
戸
時
代
の
宝
壷
印

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ワ
ー
グ
マ
ン
に
つ
い
て
の
一
考
察

鎌
倉
幕
政
に
お
け
る
安
達
盛
長
の
史
的
評
価

葉
山
町
の
石
川
家
墓
地
に
あ
る
江
戸
時
代
の
宝
筐
印

第
二
号
昭
和
四
四
年
三
月

神
澤
勇
一
吉
井
貝
塚
出
土
の
打
痕
を
有
す
る
角
器
の
一
群
に
つ
い
て

神
澤
勇
一
・
川
口
徳
治
朗
梶
山
貝
塚
出
土
の
貝
刃
に
つ
い
て

神
澤
勇
一
・
川
口
徳
治
朗

毒
弟
一
口
言

『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
ｌ
人
文
科
学
ｌ
」

総

目

録

（

第

一

号

’

第

一

七

号

）

和
田
正
洲
摘
み
田
と
田
植

加
賀
ひ
ろ
子
漁
村
に
お
け

斉
藤
彦
司
朝
倉
能
登
守
夫

清
水
真
澄
関
東
の
院
派
仏

漁
村
に
お
け

関
東
の
院
派
仏

神
澤
勇
一
相
模
湾
沿
岸
地
域
に
お
け
る
弥
生
式
土
器
の
様
相
に
つ
い
て

昭
和
四
三
年
三
月

塔
に
つ
い
て

る
麻
糸
撚
り
の
技
術

朝
倉
能
登
守
夫
人
墓
石
造
宝
筐
印
塔
の
造
立
年
代
に
つ
い
て

師
に
つ
い
て

第
九
号
昭
和
五
六
年
三
月

清
水
真
澄
建
長
寺
木
造
大
覚
禅
師
像
と
「
玉
眼
」
の
問
題

第
八
号
昭
和
五
四
年
三
月

中
島
亮
一
荘
厳
房
行
勇
の
出
自
と
鎌
倉
来
住
を
め
ぐ
る
諸
問
題

第
七
号
昭
和
五
二
年
三
月

阿
部
正
道
神
奈
川
県
内
の
鎌
倉
街
道
概
説
Ｉ
県
内
「
京
都
鎌
倉
往
還
」

を

中

心

に

Ｉ

第
六
号
昭
和
四
九
年
三
月

斉
藤
彦
司
神
奈
川
県
下
の
石
造
宝
塔
に
つ
い
て

第
五
号
昭
和
四
七
年
三
月

神
澤
勇
一
・
川
口
徳
治
朗
間
口
洞
窟
遺
跡
出
土
の
貝
刃
Ｉ
弥
生
時
代
に

お

け

る

貝

刃

の

存

在

例

に

つ

い

て

Ｉ

八
幡
義
信
鶴
岡
八
幡
宮
相
撲
職
関
連
文
書
に
つ
い
て
Ｉ
散
逸
し
た
古
文

書

の

出

現

Ｉ

赤
星
直
忠

神
澤
勇
一

大
戸
吉
古

、
川
口
徳
治
朗
東
京
湾
沿
岸
地
域
出
土
の
貝
刃
に
つ
い
て

横
浜
開
港
の
ひ
と
つ
の
前
提
ｌ
弘
化
３
年
歴
史
的
意
義
に
つ

い
て
ｌ

ほ

し

い

も

の
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第
十
二
号
昭
和
六
○
年
三
月

鳥
居
和
郎
相
模
国
に
お
け
る
真
宗
教
団
の
展
開
「
寺
院
の
造
立
」
を
視

点

と

し

て

附

、

大

谷

大

学

所

蔵

「

申

物

帳

」

鈴
木
良
明
近
世
御
免
勧
化
と
寺
社
の
格
合
ｌ
御
免
勧
化
に
対
す
る
寺
社
側

の

意

識

橋

本

健

一

郎

双

六

に

見

る

旅

案

内

Ｉ

北

斉

画

「

鎌

倉

、

江

ノ

島

、

大

山

第
十
一
号
昭
和
五
八
年
三
月

神
澤
勇
一
日
本
に
お
け
る
骨
卜
、
甲
卜
に
関
す
る
二
、
三
の
考
察
Ｉ
先

史
古
代
の
卜
骨
・
卜
甲
と
近
世
以
降
の
諸
例
と
の
比
較
検
討
を
中

心

に

鈴

木

通

大

日

本

民

俗

学

と

民

具

研

究

の

軌

跡

Ｉ

民

具

研

究

を

め

ぐ

る

柳

田

國

男

と

渋

澤

敬

三

を

中

心

に

Ｉ

第
十
号
昭
和
五
七
年
三
月

阿
部
正
道
相
模
国
三
浦
氏
と
周
防
国
Ｉ
三
浦
義
澄
と
平
子
重
経
ｌ

鈴
木
通
大
神
社
合
祀
後
に
お
け
る
〈
分
祀
〉
に
つ
い
て
Ｉ
神
奈
川
県
下

の

民

俗

事

例

を

も

と

に

Ｉ

斉
藤
彦
司
関
東
形
式
と
箱
根
山
の
石
塔
類
に
つ
い
て

神
澤
勇
一
貝
包
丁
の
再
検
討
Ｉ
神
奈
川
県
三
浦
市
間
口
洞
窟
遺
跡
出
土

例

を

中

心

に

Ｉ

第
十
四
号
昭
和
六
三
年
三
月

薄
井
和
男
津
久
井
地
方
の
仏
像
彫
刻

塩
澤
寛
樹
厚
木
市
・
延
命
寺
菩
薩
立
像
二
躯
に
つ
い
て

相
澤
正
彦
坂
東
報
恩
寺
本
親
鴬
聖
人
伝
絵
の
現
状
と
問
題
点

岩
壁
義
光
〈
史
料
紹
介
〉
在
日
米
国
総
領
事
報
告
Ｉ
日
清
戦
時
下
の
居

留

清

国

人

Ｉ

第
十
三
号
昭
和
六
二
年
三
月

岩
壁
義
光
日
本
人
女
性
の
対
清
国
人
婚
姻
形
態
と
子
女
就
籍
問
題
に
つ
い

て
Ｉ
日
清
戦
中
戦
後
を
中
心
に
Ｉ

鳥
居
和
郎
臨
済
宗
円
覚
寺
派
正
安
寺
に
伝
来
す
る
「
報
恩
講
」
に
つ
い
て

加藤隆志畑作と「シカ」~相模原台地の事例を中心に相澤正彦飯田家所蔵の菊池容斎書画類

横
田
洋
一
三
代
広
重
と
文
明
開
化
の
錦
絵
（
二

附

、

三

代

広

重

下

絵

画

稿

集

第
十
四
号
（
別
冊
）
昭
和
六
三
年
三
月

平

本

家

文

言

目

録

新
板
往
来
隻
六
」
を
中
心
と
し
て
Ｉ

横
田
洋
一
中
国
に
お
け
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ワ
ー
グ
マ
ン

岩
壁
義
光
明
治
十
一
年
巴
里
万
国
博
覧
会
と
日
本
の
参
同

鈴
木
通
大
神
奈
川
県
下
の
畑
作
儀
礼
に
つ
い
て
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第
十
五
号

納

富

常

天

鈴

木

通

大

鳥

居

和

郎

岩

壁

義

光

第
十
六
号
平
成
二
年
三
月

岩
壁
義
光
〈
史
料
紹
介
〉
明
治
初
期
に
お
け
る
在
留
清
国
人
籍
牌
関
係
史

料
〈
１
〉

外
務
省
記
録
「
在
留
清
国
人
民
籍
牌
規
則
並
二
実

施

一

件

」

Ｉ

第
十
七
号
平
成
三
年
三
月

鈴
木
通
大
柳
田
國
男
と
神
奈

調

査

を

中

心

に

Ｉ

岩
壁
義
光
【
研
究
ノ
ー
ト
一

つ

い

て

平
成
三
年
三
月

柳
田
國
男
と
神
奈

『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
ｌ
人
文
科
学
ｌ
」
総
目
録
（
第
一
号
’
第
一
七
号
）

神
奈
川
県
下
に
お
け
る
稲
作
儀
礼
に
つ
い
て

〈
史
料
紹
介
〉
北
条
氏
規
「
徒
耆
」
に
つ
い
て

幕
末
・
明
治
初
期
の
在
留
清
国
人
取
締
関
係
史
料
に
つ
い
一

ｌ
外
務
省
記
録
『
条
約
未
済
国
及
び
清
国
人
取
締
方
参
考
書
」号
い

＝て

’
平
成
元
年
三
月

川
の
民
俗
学
研
究
Ｉ
Ｉ
郷
土
会
の
内
郷
村

五
山
版
「
地
蔵
菩
薩
本
願
経
に
つ
い
て
」

『
阿
部
家
資
料
」
収
蔵
「
馬
蹄
鉄
進
上
」
に ｜ ’
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